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地震 學會 々 則 


本 會 は 地震 お よび これ に 開 連 する 諸 現象 の 研究 並び に その 應 用 に 開 する 知識 を 交 
換 , 普及 し 震 火 災 防 止 に 貢献 する こと を 目的 と する ・ 

本 會 は 地震 了 滑 剣 と 稚 し て , 事務 所 を 東京 大 列 理 刺 部 地球 物理 男 数 室内 に お く ・ 
本 會 は その 目的 を 達する た め 下記 の 事業 を 行う . 

(i) 通常 弧 合 お よび 臨時 線 合 "(ii) 了 術 講演 信 

(Gi) 合 誌 「 地 震 」 の 葬 行 (Giv) 共 他 必要 な る 事業 

通常 弧 會 は 3 和広 ず ユ 週 本 順 半 は 宅 5.502 
20 名 以上 の 請求 の あつ た 時 に 開く ・ 
本 會 々 員 は 普通 會 上 員 及 び 間 助 會 員 と する ・ 信 軸 と な ろう と する 者 は 人 年 人 を 

そ を て 本 會 事務 所 へ 申込 むせ も の と する ・ 
地方 ある い は 特別 の 機 開 等 に 支部 を も も おく こと が で きる . 
委員 長 1 名 , 委員 若 二 名 を お く ・ 「 
委員 長 は 本 會 を 代表 し , 各 委員 は 衣 韓 , 座 務 , 會 計 等 の 事務 を 分 控 し , その た め に 
TI く こ と が 出來 る ・ 時 事 は 秋 員 長 が 突 間 衣 記 

に は 顧問 若干 名 を お く こ と が で きる ・ 
人 2 よっ つて 選出 する ・ 委員 長 は 委員 の 盛 選 に よる 委員 長 及び 
委員 の 任期 は 1 年 と し, 再選 を さま た げ な い ・ ( 
委員 長 及 び 委 員 の 更 送 期 は 1 月 と する 途中 補 釣 と し て 加 つ た も の の 任期 は 前 任 者 
の 残存 期間 と する ・ ' 
附 則 


半生 貞 の 信 は 堂 分 の 間 年 300 彫 と し , 委員 に よ つ て 適宜 幾 更 する こと が で きる .・ 


盆 費 年 1 口 (1000 彫 ) 以上 を お さめ た も の を 替 助 會 員 と する . 


支部 の な いと き は 連絡 幹事 を も おく. 連絡 幹事 は 委員 長 が 委嘱 する ・ 


選 員 1951 年 1 月 漂 軸 ) 


委員 長 河 角 廣 


委 


員 早川 正己 (地質 調 ) 長谷 川 高 吉 ( 京 大 ) 西村 英 一 ( 京 大 ) 本 多 了 約 吉 (東北 大 ) 
表 俊一 郎 ( 東 大 ) 岡野 敏雄 (大 阪 無 ) 和 達 清 夫 (中 央 気 ) 加藤 胡 雄 (東北 大 ) 


川畑 幸夫 (中 央 無 ) 河 角 廣 ( 東 大 ) 吉山 良一 ( 九 大 ) 古 草 恵三 ( 東 大 ) 


村内 必 上 穫 ( 科 博 ) 井上 宇 出 (中 央 舞 ) 松澤 武雄 ( 東 大 ) 訪 富 夫 治 dE 大 ) 
浅田 敏 ( 東 大 ) 佐野 淡 一 (名 大 ) 佐々 憲三 ( 京 大 ) 北澤 一 郎 ( 甘 他 ) 
宮村 失 三 ( 東 大 ) 宮部 直巳 (地理 調 ) 廣 野 卓蔵 (中 央 気 ) 末 遍 宣 二 ( 中 央 気 ) 
状 木 克 郎 (東北 大 ) [イロ ム 順 ] 
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地震 研究 所 宮 村 拭 三 x< 直 浦 党 
(昭和 26 年 5 月 25 日 受理 ) 


Pri 1a Transdono de Tempo-signalojkaj Parola Komuniko por 
Sisma Observado pere de la Altfrekvenca Telefonado tra 
。 1a Funkeianta Telefona-fadeno. 


De Setaumi MIYAMURA kaj Masaru TSUJIURA, 
La Instituto por Esploroj de Tertremno, 
Universitato de Tokio. 


(Ricevita la 25-an de IMajo, 1951 ) 


Por transdoni samtempe ekzaktajn tempo-signalojn de unu norma horlo#o al apartaj Sisrmaj 
oBservejoj, kaj fari parolan komunikadon inter la observejoj, precipe en 1a okazo de post- 
tertremma observado, ni projektas uzi altfrekvencan telefonadon tra la funkciantaj privataj 
fadenoj de elektraj kompanioj. (Frekvenco.de portanta ondo estas 100200 kHz.) 

La lastaj eksperimentoj tra cickau 27 km nuda telefon-fadeno de Kvanto Elektro-livera 
Kompanio inter。Hanabata kaj Tudanuma, amnbau cirkau-urboj de Tokio, montriS, ke ni povas 
akiri konstantan transdonon de tempo-signaloj kaj klaran parolkormnunikon per niaj aparatOj, 
Sen malhelpi samtempe 1a funkcion de ordinala parol-telefanado. 

Plie, ni diskutas pri pro 馬 GO] de nia metodo kontrau la metodo, ke oni ricevas normajn , 
minuto-sekundajn signalom per JJY (4 MHz) sendepende ce ciu observejo, kaj konkludas, ke 


1a nuna metodo per fadena telefonado estas almenau nuntempe pli praktika ol la 1asta. 

1. 地震 秋 測 に も ける 時 間 精 度 の 重要 性 に つい て は すでに 充分 認識 され て いて , 最近 東京 
天文 吉 よ り の 分 秒 報 時 が , 標準 無 痕 電 小 JJY (4Mc, 8 Mc) に よ つ て 射出 きれ て か ら は 中 
央 打 象 考 の 才 測 も , 乏 炊 これ に も と づい て 記録 装置 の 改良 と 即時 精度 向上 を は か りつ つ あ る 
こと は 周知 の と お り で ある り . 地震 研究 所 で は 人 魚 震 格 測 の た め の 野 外 首 測 に , この 無線 報 時 
を いれ る と と を くわ だ て て お り , 京都 大 移 で は , 自分 の 無線 放送 に より 學 時 を お くる こと を 
交 施 し た . 昨秋 石 淵 の 爆破 地震 動 の 民 測 に お いて , JJY 分 秒 報 時 の 直接 記入 に より , 割 期 的 
成果 を お さめ た こと とも, すでに 報告 され て いる ?. 

し か し な が ら , 短波 無線 の 受信 訴 態 は けし て 安定 な 6 も の で は な く , フェ ー デ ィング 祭 吉 
等 不可 避 に ちか い 障 害 が あり , 強 力 な 混信 電波 の 問題 も あり , か な ら ず し も ゃ 衝 際 の 使用 は 容 
易 で な い . アメ リカ の D.T.M. の 爆破 地震 本 測 班 で も , 計 は クロ ノ メ ー タ ー に より お こと な 
いと の クロ ノ フ メ ー タ ー を WVWV の 分 秒 報 時 等 で も わせ て いる の で ある 》. 昨年 の 石 淵 の 場 
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合 の 成功 は , むし ろ 非 常 な 好 運 で あつ た の か も しれ な い . まし て 勿 震 要 測 な ど で 1 ケ月 以上 


連 貫 受信 し て 鹿 時 する こと は 相 営 の 困難 が 勿 想 きれ る わけ で ある . も ちろ ん 地震 研究 所 萩原 
数 授 ら の 努 力 に よ つ て , これ が みごと に 解決 きれ る と と を 期待 し て いる の で ある が , と りあ 
え ず より 安全 な 方 法 と し て , 有線 搬送 方 式 に より 列 時 俺 送 の 可能 性 を 試験 し た .・ こ と に , ほ 


ぼ 宴 用 で きる こと が わか つた の で , 簡 提 に 報告 する ・ 著 


2. ま づ 有線 に よる 方 法 が , 無 泊 分 秒 報 時 の 直接 受信 に よる 方 法 に 肝 し て も つ 利 黙 と , 鉄 


穫 と を か ん が えて みよ う . 利 周 と し て は , 1) 雑 普 上 少く, フェ ー デ ィング な く , 混信 が きけ 
や すい な ど 概 し て 受信 が 安定 で ある こと , 2) 任意 の 鹿 時 (分 , 秒 に か ぎら ず 目 的 に 窟 じ た 


間隔 の 刻 時 を あたえ , また 適 営 た と き , 適 営 な 合 園 を , 任意 に 各 策 に 同時 記入 で きる こと , 
3) 堆 測 保守 用 等 の うち あわ せ 通 話 を , この 搬送 回 路 で も こない うる こと と, ④) み づ か ら 無 線 
を 導 信 する の に くらべる と , 濾 長 割 営 な どの メン ドウ が な いこ と , な ど が あろ う . 鉄 四 は 
1) 送信 の 親 時 計 を 標準 電波 に よる 報 時 と あわ せる 必要 が ある こと と , (も つと も 無線 報 時 の 受 
信 上 況 が 好調 な と き は , それ を 直接 お くれ る ), 2) 既設 線 と し て 利用 で きる 線 が , どこ に も 
分 布 し て いる わけ で は な いと こと, ②) 茎 設 線 の 端子 が 地震 計 の 位置 か ら は な れ て いる 場合 , 
畿 稼 を は る 必要 が ある と と , な ど で あ る . * 

_ 有線 搬 遂 用 の 送受 信 機 は 短波 無 線 受信 機 一 誤 と お な じ く らい の 全 格 で , か な り よ いも の が 
で きる . し た が つて 経費 の 帳 に 甲乙 は な い . “ 

既設 線 と し て は , は じ め は , どこ に も 分 布 し て いる . 配電 線 の 利用 を 考え た が , 四 際 上 の 


、 種 ス の 難 呈 が 丈 想 され た の で , 電話 線 を 利用 する こと に あら た め た . 電通 省 の 電話 線 は 


換 只 な ど が めん どう な 器 と , 手 績 上 の 困難 性 を 称 想 し 敬 可 し , 他 の 専用 電話 線 を 利用 する こ 
と に し た . 専用 電話 線 中 , 電力 業者 の 保安 電話 線 は , 全 國 ほとん ど 主 な 町 村 に 分 布 し て お 
り , 比較 的 保守 も よい と 思わ れ た の で , 旦 監督 宮 訂 た る 通 族 省 電 喜 力 局長 の 後援 を を えて, 各 業 者 
の 協力 を ね が うと と に な つた . これ に よ つ て 父 震 覆 測 な ど で ど こ に 行 つ て も , 適 営 な 携 測 綱 
を は る こと が で きる こと に な る わけ で ある . 

以上 , 鉄 貼 と し て あげ た 賠 よ り も , 利 加 と し て あげ た 申 の 方 が , しろ 重要 で ある と 思わ 
れ た の で , 約 2 年 前 より : この 買 験 に か か つた . = 
3. 一 般 の 抜 送電 話 は 150 kc くら い の 搬 衝 周 波 敷 で あり , 日 獲 の 送電 線 拓 迄 は 200Ic 
以上 の 高周波 拓 送 で ある . 配電 會 征 で 営 時 ポツポツ 計 書 中 の 裸 線 振 決 が や は り 敷 10kc くら 
いで あつ た . そこ で 100200kc の 周波 敷 得 と を と る と と に した. 搬送 電信 電話 で は 。 一 般 に 
は 池波 益 が 相 葵 うる さい の で ある が , 多 雲 矯 測 および 研究 用 の 常時 用 測 と し て の 普 測 網 の 大 
き さ を か ん が えて , 20km 程度 まで と どけ ば よい と し て , どく 安 條 な, 簡 晶 な 機器 だ け で や 
5 で が る で きま 到 し た . 
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錠 陸 この 程度 の 周波 艇 の 拉 包 は 前 例 が な く , 電通 省 開 係 の 人 の 話 で も や つて みか いと 硬 


的 な と と は わか ら な いと いう 次 態 で も つた . 最初 は 一 線 大 地 で , 不 浴 衡 型 の 機器 で , 東大 の 
千葉 演 釧 林内 の 敷 kmmp 裸 線 の ご くわ る い 線 で 連 内 し た が どう や ら 可 能 性 が ある こと が わか 
つた の で , つぎ に は , 開 東 配電 の 花 珈 紗 業 所 , 越谷 導 電 所 間 10km で 邊 際 し た . この 場合 , 
。 鋼 線 と 鐵 線 で は 相 営 減 三 が ちがう こと が わか つた . 
電波 管理 上 , 金属 遇 同 路 で 邊 笑 型 の 退 受信 機 に し な く て は な ら か ない こと , また その 方 が 能 符 
も よい こと , な ど わ か り , 賞 然 な が ら , すべ て 有線 式 の も の に 改良 すす と と に な つた . こう 
し て 政 良し た 送信 受 機 に より , 花畑 市 川津 田沼 聞 の 開 東 配電 保安 ST に 
し , ほぼ 所 期 の 成果 を を た わけ で ある . 

4。 も ちい た 送信 機 受信 機 の 配線 園 は , それ ぞ れ 第 1 賠 , 第 2 賠 に し めす と うり で ある . 
次 験 し た 線路 の 長 
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この 刻 時 が 地震 計 
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通 語 と 肌 時 と を Fig. 2 La cirkvitskemo de Iricevilo 


別 の 周波 数 で 同時 に お こ な う こと は , と の あたり の 周波 敷 で は 江 波 稚 $ む つか し く , 大 が か が 
り に な り , Q を あげ て 分 離す る こと も 困難 な の で , あき ら め , きり が かえ に より 随時 通 語 する 
PS も の 上 よ 具 洋 ん し し は 列 時 同 路 の 電 鍵 に NG GA し 7 こら 
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送信 機 の 出力 は 貼 督 家 廊 の 希 麟 に より 大 朋 30db くら い に お さえ た ・ 受信 機 の 利得 は 約 


100 こ 120 db で ある. 
第 1 夷 花畑 市 川津 田沼 間 電 話 線 々 種 並 に 距離 で ある 


机 ーー im 拓 。 配線 上 開 題 に な る 舌 は 洗 信 模 の 出力 と 
2.9 mm 鋼 灯 | 20360 | zorrso 受信 機 の 入力 の 近 成 電 で あり , それ ぞ れ 

人 二 2 を ーッ / 9.361.10 | 21168.70 電話 線 の イジ ピー ダン ス 600 オー ム に あ 
2 。。| |、2 oh 
1.2 赤黒 ラバ ー 換 線 210.30 210.30 衡 型 と し て ある 時 計 の 接 踊 は , 電 接 時 
mm | 守 | 2 ckyowmGMZMe っ ce 
計 11.558.40.| 25609.50 る の と いな い の と ある の で , 注意 を 妥 す 


る が , 園 の よう に すれ ば , いづ れ で も , 
さしつかえ な い . 通話 と の きり か え 方 式 も 注意 を 要する .・ 


容量 CG,C。 が な いと , 普通 電話 の 呼出 し 信 豚 (16 c/S) が か か ら な い . この 送受 信 を お こ . 


な つて いる と き , 線路 の 負荷 が 切 に か わる と こま る . 普 理 通話 が きき に くい と き , 不用 の 支 
面 の 線 を きる 場合 , た と えば 花畑 , 市 川 章 で 涯 受信 中 , 普通 通話 の 花畑 津田 沼 が きき に くい 
(I の 原因 で ) と き , 津田 沼 で 千葉 方 面 , 花畑 で 東京 方 面 を きる と , 搬送 の 方 の 利得 も 急 に 上 
る の で , 自記 上 ま づ い . これ は 別 の 方 潜 で ふせ ぐ 必 要 が あり , 全 負 荷 で 調節 し て も お く . 注 波 
器 を いれ て な い の で , 損 は し て いる わけ で ある が , と に か く 人 簡 押 な 毅 置 で 。 ほとん ど 難 普 混 
信 等 が な < 連 貫 講 時 で き , 通話 も 明 肛 に で きた の で , 貨 用 償 値 が ある と 愚 ・ 混信 電 波 ( 向 
期 無 線 な ど ) が ある と き は 適 営 に 使用 周 小 敷 を ずら ちら すこ と が で きる こと も , JJY 直接 の 場合 
より 有利 で あぁ る. 息 験 線 は 一 部 添 栄 で 。 あと は 大 肘 疾 立 で も つた が , 音 藤 電話 の 方 に 誘導 が 
は いつ た と きも , 搬送 の 方 は , な ん ら 影 響 が な か つた . な お も 。 も ちろ ん この 拓 送 二葉 の 軍 除 
は 普通 の 苦 藤 電話 に は まつ た く 幼 害 を 奥 え ず , 逆 に 普 電 話 か ら 搬 送 え の 影響 も な か つた . 
5. 柄 陰 の 初 期 に は 地震 研究 所 の 島津 孝 (現在 東大 立地 研 ) 竹野 演 (現在 共同 印刷 ) 本 
氏 の 協力 を えた ・ 開 東 配電 株 式 剣 征 は われ われ の 資 際 を 総 始 後 授 さ れ , 息 聡 の 線路 を 提供 
物 的 人 競 援 助 を あたえ られ た . まこ と に 感謝 に た を な い . 特に 給電 課 電話 係 の 西山 係長 , 邊 
際 に 2 同 に わた り 生 験 に 協力 いた だ いた 係員 の 板 符 氏 , 高橋 氏 に 深く 感謝 する . な お 本 宮 険 

興味 を も た れ 種々 便宜 を は か られ た 通産 省 電 力 局 中 村 技 官 に も この 場所 を か り て 感謝 し た 
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right hand sides should be understood to be nul] When 


め る 科 期 茎 位 か 65 生 する 弾性 波 


松代 地震 豚 測 所 本 間 ] 仙 作 


( 喘 和 26 年 6 月 20 日 受理 ) 


Elastic Waves generated from an Initial Displacement 


Shosaku HOMMA 
IMatsushiro Seismological Observatory 
Received June 20. 1951 


Applying hiS general theory on the-initial value problem of tbe elasticity treated in 


Spherical polar coordinates。 the present author calculated the Waves under a distri- 
bution of initial displacement. 


Let the initial displacement be in two spheres =e and 7/= ニ og being apart 2s with 


each other (ce げ . Fig. 2) in such a way that, its direction is parallel to the axis of の , 
but in opposite sense in the two spheres, and its magnitude is 1 一 (7/o) or 1 一 (7//@). 
The displacement-components (%, の ,?⑦) of the generated wave at a 1arge distance from 
the source referred to new coordinates ( ア , 9, の ) are given by 


62 に ニー 6 | 刀 ー ヤ を z 一 s・cos の 」 


2 2 | @ 
アー を Ts・cos @ (ーー So の )) な 
の | @ | 
9 し @ アー3 を 一 8・cos @ アー%6 を 一 8・cos@ 「 
7 2 1 @ Gー| g J 
アー を --s・cos の ( アー を 寺 s・cos @ | ) 2 9 sos の 
2 の 」/ ナ し 一 sin の 


where ア and 5 are the velocities of and waves respsctively and each term of the 


アー 上ル z 一 s・cos @ 1 
0 | etc. are 


1arger than unity. 


For somne values of s/w and @, the quantities in braces are illustrated in Fig.3 With 


the corresponding initial distributions of the displacernent . 


The above results may be applied to the Waves when some forces having the tendency 


to produce a fault are suddenly imnpressed on a part of the earth'S crust. 


時 


9 


興味 深い 結果 を 得 ら れ た .① これ は 地 殻 内 に 一 下面 を 考え , その 際 側 に 面 に 下行 で 互 に 反 半 
間 Ne 
極限 の 場合 に つい て 近似 的 に 解い て ある . これ に や ゝ 似 た 問題 は 初期 値 問題 と し て 解く と 容 
易 に , か つ 正 確 に 答 が 得 ら れる . 


28 


筆者 は 以前 か ら 絢 性 論 の 初期 値 問題 を 球 座標 に つい て 一 般 的 に 調べ て いた が バツ 2 いま 


必要 な 結果 を 引用 する . 球 座標 を 〈⑦。 の % @) と し て 各 方 向 の 将 位 成分 を (⑭ め の 2 
(Fig.1). 0 の 陸 間 の 龍 位 分 布 が 


ー v=7C の Pae(eos の coS の し / 


@ ア 。? 28 9 


7 の cos の の 


ルコ ア PCcos 6 の 
Sin の 


由 』 


で 奥 え られ て いる 時 。 6>0 に お ける るり の は の の あ に つい て は 。 mel 3 
W SD と 同じ 形 を 持ち 。 の 4 に 開 す る 項 は 方 の お よび それ ちら の 和 等 的 積分 と の 簡単 な 組合 わ 講 | 
、 せ で 正確 に 表示 され る . 特に 7(⑦O, の) の 分 布 臣 波 が ニ な る 丈 面 に 色 ま れ た 令 城 に 限 
[ 8 らち れ て お もり, 衝 測 國 が この 工 城 か ら 各 く 離れ て いる 場合 に は gr の 2 秒 以 上 の 値 を 省 す 。 重 
る こと に より 結果 が 非常 に 見 易く な る . た と えば カー1 の 場合 に は 。 


販 9 季 2 か) 
吉 の MAD 0 7 4 み | 間 


9 |] ーー LA ゆ げ ⑦) ) 
に Jr- 9 4 2 


(2 


本 
の し 9 


097 た だ し 了 ア , 8 は それ ぞ れ P, 8 波 の 速度 で , g と の は それ ぞ れ Pl<e 3 
。 |rー%9l<< で 上 の 値 を と り , 他 の 場合 に は 0 と 見 て よい . 

St Fig. 1 の e 軸 の 方 向 に の み 初 期 奨 位 ひ ⑦) が あり 。 これ が 球 ヶ ーo の 内 部 の み に 
、。 分 布 し て いる と すれ ば , 7ー0 の 條 件 は ト ン 
42 三 リ ( ヶ ) sin の cos の = ひ P,rCcos の ) cos の 


で 3 」 ? 三 り ) cos の cos ゅ = OF 


_@ ニ テー ソリ (?) sin の = の ーー ク Sin の が 3 < 芝 


COS の 2 ゃ > 軍 


2 な る か ら 。 ちよ うど (1) -Q was% ニ 1, ーッ ニー0 の 場合 に な り , ② を 用 の てら 0 の 解 は 
が ー リ 7 


4 テー ラー 1244 Sinm の Cos の , 際 こ 5a 
9 ] 7 cos の COS の 2 NT ペペ EE 
の に 2 ヶ 5 の x/ Sin の 、: SS を 生ま 


EoGCWMk 


_ 爽 に タニ ー2s 1 に 原 騎 を 持ち 。 (①⑦, の の ) と 相似 の 位置 に お か れ た 別 の 球 座 標 G/, の 基 


を 考え (Fig. 2), の ご e 内 に に 6 の 電位 を た だ 由 き だ け を 友和 に し て 和え た 
時 の 濾 動 は 


テー の (Ipー ザ 4 sin の cos @/」 史 ー ア ace : | 


cos の cos の / 


ze- 0 で 生 n 


軸 SA 


拓 ey」 有 の ) の 間 の 方 向 差 は 省略 し て よい 後 小 値 に に な る . 
、 最 に と の 2 つの 初期 値 分 布 葉 型 の 中 心 ニーs に 原 馬 を お いて , 
本 座標 と 相似 の 位置 に に 新 し " 球 座 座標 CE, の , の ) を と る と (Fig. 2) 


タ 


5 ー ザ 婦 二 戸 s coS @ 十 s2 ,。 cos 結 EE 


と 4 7 

ーー/ ン * 

ER の 5 RSin 6 の : みる) 

E _ mm(%)- KRS 3 

よい う 開 係 だ あり , きた 秋 位 の CR の の) 成分 は ⑦。 の の ) 記 分 G⑯ bw で 代用 し て 
し つか えな いこ と は (% % ) と (の, の ) の 場合 と 同様 で ある . 3 人 

間 (④ を ③) と (3) に 代入 し て , その 結果 を 加え 合わ せる と 。 互 に 2* だ け 皿 っ た 年生 の 

、 FN に 互 に や 行 で 反 午 向き の 和典 えら れ て いる 計 の 湾 動 を 二 球 の 中央 ド に お いた 球 座 

、 標 か ら 見 た 解 が 得 ら れる : ぐ 表 が 5 に に 比 し 十分 大 きい こと を 利用 し て 9R の 2 乗 を 捨て る 

_ と 最後 の 結果 と し て 7 が 


ド コッ ェ ン ン ン 


3 中 ー 了 一 s・cos の を 
導 糸 s=[ の 22 な び (| ポー ザジ fs・cos |) の 
1 12467 1Hiz グ 5 ' 
ーー 9 一 8・ の (59 
切 。 上 32 2 
全 選 3 2 (| 尽 一 8・cos @|) 
刀 ー97 十 s・cos の COS の coS の 
こち 5 0 3| 2 の 


主 ee 
W も 


、 と な る . 有 門 の 各 項 は ひ の 胃 数 が e より 小さ 時 に 有 有 導 で あり , より 大 きけ れ ば その 項 
。 は 消え る の で ある . ' 
還 5) より た だ 今 の よう な 場合 に は ど 波 の も 8 小 (@ も 波形 だ が 全く 同じ で あつ て 。。 
、。 と 597 の 差 に より , 8 の 方 が 時間 的 に 引き 伸ばさ れ で いる に 通 ぎ な いと と が 知れ る . また 了 

と 独 位 分 布 を 定性 的 に 見 る と, ア も 9 も の =0 (も よび z) の 面 す な わ ち 9=0 の 面 に 開 し 鏡 0 
、 人 9 で あり , 9=/2 に 剰 し て は 仁 條 を 作 つ て 向き を 入れ か えた 形 に な り , 9=z2 で は あ 2 


ら ゆ る 巡 位 が 消え る . と の 形式 は 高森 氏 の 結果 と 同じ で , 波 に つい て は いわ ゆる 象限 型 馬 
、 科 動 分 布 に 似 た 分 布 に な る ・ 時 
作 衣 0 の 20 2 レ て ( ' 村 
。 で 3 


(4) 
Fig. 3 


C5) 


ミ R 

Wave form generated from the initial displacement towards the direction of ギ -axis. 
The two spheres with the radii poth gw and being apart 2s with each other as shown 
in each gragh are the domain where the initial displacement iS distributed. 
tance of the broken straight jine from 必 -axis indicates @X (initial displace 
axis.) Abscissa・- 


The dis- 
ment on グー 


(for ア wave) or を (for S wave). 


4 The figures on the right side are the values of @ in degree. 
人 * 


The amplitnde of each 
| curve should be measured from its own base line with Scale at 


tached by the left side. 


ある 初期 哲 位 か ム ら 生ずる 弾性 流 … ぼ (55) 9 


だ の ( 


の ご ( 6 ) 
0, (の 
の 場合 を 計算 する と , 
に で の アー を - s・cos の だ ーPEr-s・cos の 
ー ラ 1 g ーー g | 
g( 人 ーー COS の 0 7 人 三 ーー COS の ) j 還 交 び お OS の: 

- (8 
9  @ 7 也 一 ーー の 人 ( アー%9 一 s・cos の 
4 の ) 

_ 一 %9 十 s・cos @ Sa 1。/cos @ cos の 
@ @ ) | ーSin の 


と な る . 5 と cg の 大 き さ の 開 係 で 見 掛け 上 の 和 初 期 手 位 分 布 形式 が 違 つ て くる か ら , Fig.3 に 
若干 の 例 を 示し た . それ ぞ れ (?) の 右 沖 の て …} 内 の 値 を 奥 え て ある . これ は @ ご z/2 の 時 
の 圏 で @ ァ /2 で は 符 豚 が 反 習 に な る . 

の =90" の 方 向 に は 先 逃 の 如く 全く 小 が 來 な い が , gw が 大 きい ほど の =90* に 近 ず いて 
か ら 急 に 振幅 が 減る 傾向 が ある . 高木 氏 の 場合 は @= ァ /2 の 面 で 獲 位 が 不 寺 で も つて , そ 
の 大 き さ ゃ 最大 で あつ た が : ここ で は の @= ァ /2 の 初期 狂 位 は 情 に 0 で ある . し か し どちら ち 
の 場合 で も の = ァ /2 の 方 向 に は 狂 位 が な い . 3g=1/4 の 場合 は 9= ァ /2 で 不 連 な 場合 に 
可 成り 近い も の に な る . 「 

4. 上 の 結果 が 世 大 の 生成 に より 生じ た 地震 渋 と 開 係 が ある か どう か は 相 営 圧 問 と な り 得 
る 所 で ある . 

地殻 内 に 一 つの 下面 z を 考え (Fig. 4), その 西側 の 部 分 が 終局 に ちい て , 矢印 の よう な 
舞 位 を 生じ て 釣 合 う べき ある が , 瞬間 的 に 獲 生 (また は 消失 ) し た 時 超 る 弾性 波 に は 上 の 
結果 が あて は まる で あろ う . この 際 に 力 が 大 き 過 ぎる と e 面 に う て 過 上 
層 的 差 位 が 起り うる . し か し 断層 面 は 自由 に 記 り 得る 面 と は 考え を られ な い ノン 
か ら , 裂 線 の 出來 た 瞬間 の 弾性 嶋 の 形 を 初期 疾 位 で お き 代 を て, あと を 強 | 
性 論 的 に 取扱 うこ と は 十分 正 営 と は 云え ない. (この よう な 場合 を 正確 に Fig.4 
角 う に は (1) の よう な 初期 位 も 無限 に 重ね 合わ せる 必要 が ある ) 反 肌 に 
入居 運動 は か な り 大 きい 抵抗 を 受け る 運動 で も る と すれ ば , 力 の 加 つ た 瞬間 世 居 運動 が 魚 り 
進ん で いな い 中 に , あたかも 裂 線 が 出来 な か つた と し て 績 生 する 波動 を 扱 つ た , た だ 今 の 方 
法 が あて は まる . 和 際 は この 本 極端 の 中 間 の 條 件 に な る と 思わ れる が , いずれ に し て も 断層 
の 出來 る よう な 問題 は 一 炊 の 歪 ・ 鷹 力 開 係 に も と ずく 弾性 論 の 及ぶ 範 画 で は ある まい 


fl と 3 電 
『 局 , 間 ま で に こ は 宇 . PC 新 司 を 人 内 を っ 2 の 
: 汗 に この 計算 が あて は まる こと に か る. 


2 球 = ツーc 内 で ゥ 方 向 の 和英 佐 を 奥 え 1 こ 2 方向 の 和佐 Os 2 
奥 え る 時 は 。 / ニ 0 の 條 件 が w= PP,Ccos の 。 ? ニ es の 0 と な り 。 一般 
、。 の 上 人 ① で メー =0 に な る だ け で 人 才 位 分 布 を 除け ば 小形 は 前 の 例 と 同じ に な る 
で は 議 を 9 "/ 本 で 引 り 像 に うと する 力 が 鶴 作 用 し た 半 に 生ずる 流 を 真 える . 


3 
で 


ーー 


ぐ | 


0 ーー 行っ た も の で ee 
きた 打倒 和 で 代 評 し て 下さ つた 中 央 大 謀 の 示 訟 宮 に も 感謝 


(951. 56925W 3 過 
高木 球 : 臣 度 岳 か る 用 る 波動 , 1951 年 5 月 , 地震 副 講 流 合 で 講演 . ほ Re % 
本 間 正 作 : 弾性 小 動 論 の 初期 値 問題, 験 震 時 報 12 (1942) 10-30. 引用 し た 盆 式 ほど 


2 

誠 

の 績 き に 載せ る . (同上 克 會 で 講演 , 中 央 所 象印 刷 物 に 掲載 勿 定 ) か 6 
と の 航 い 方 は 15, 6 年 前 , 河 角 先 生か ら 数 わ つ た も の で ぁ る . 
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_ ピ ネ スト ン 型 油 減 衰 器 に 就 いて の 各 有 際 
二 人 欄 少林 門 大 
(昭和 26 年 7 月 10 日 受理 ) 


An Experiment on Piston-type Oil-damper 


Naota KOBAYASHTI 
Geophysical Institnte, Faculty of Science。Tokyo University 
Received July 10, 1951 


_ Tn the ordinary air damper used in a seismograph, the clearance between the 5R6viiig 
piston and the outside cylinder iS very narroW, causing no small di 抽 culties for its adju- 
stment. If the damper can be used with oil instead of air, a arge damping can be 
obtained even with comparatively large clearance between the piston and the outside 
cylinder. In order to see whether or not,s this attemmpt is practical, a series of _expe- 
riment has been made. 

To a pendulum which carries an oil filled piston darmnper, periodic forces Were given 
and the response of the pendulumn Was measured. 3 

It was found that the damper works quite satisfactorily, both in regard to the ampli- 
tude and phase relation. 5 


緒 論 地震 計 の ど ス トン 型 air damper に , 諸 提 の 代り に 油 を 入れ た 場合 に も damper 


と し て 使う こと が で きる か 否 か を 調べ る の が , この 交 験 の 目的 で ある . 地震 計 に 使わ れ て い 


る air damper は 調節 が 非常 に むず か し く , 狐 に 野外 の 観測 等 で は この と と が 大 きい 障害 
と な つて いる . 油 の 粘度 は 気 に 比べ て 非常 に 大 きい . それ で , 若 し 油 を 使う と と が 田 來 る 
と な れ ば , 小さな damper に よ つ て 大 き な 江 奏 力 を 得る こと が 容易 と な る . その 上 ピス ト 
ン の 側面 と 園 筒 と の 間 の 間隙 も 大 きく て よい と と に な る か ら , 調節 の 困難 も 多分 に 緩和 きれ 
る 租 で ある . この 貼 を 明らか に する た め に ,。 油 を 入れ た damper に つい て , 周期 係 敷 , 位相 
差 ,4 一 (</%) を 邊 験 に よ つ て 求め た . そし て と れ ら の 義 有 値 と , oil damder が ir damper 
と 同様 な 働き を する と 優 定 し た 時 の 計算 値 と を 比較 し て みた . 


人 $1、 寅 。 務 

(1) 祝 験 圭 置 air damper に 湯 を 入れ て 振動 計 に 取付 けた . 毅 置 に つい て 略 逃 する と 
次 の 通り で ある . 

a. 起 振 装 置 . テ キー ター の 回 韓 運 動 を 往復 運動 に か えて , 溝 振動 型 の 運動 を 行わ せる 毅 軒 
で ある . 振幅 は 0^3cm の 範 園 で 調 飾 す る こと が で きる . 又 ス ライ ダッ ク に よ つ て モー タダ 
この 回 電 敷 を か を え 。 それ に よ つ て 振動 周期 を 調節 する こと が で きる . 偶 除 は 0.04sec より 


12 (58) 土生 2 林 直 み 、 
も 長い 周期 に つい て 行 つ た . 
b. 振動 計 倒立 振子 で 振子 質量 =8x10% gm, 自由 振動 周期 アァ =0.1sec, 尊 何 倍 


牽 =160. 
c. 連結 ベネ 力 の 俺 達 に は ツル 論 べ も を 用 いた . 


ma 
1 


バネ の 強 き 7 ニー1.9x105 (C. G. ら 6). 
d. 記 多 毅 置 回 還 す る F ラ ム 上 に 召 書 
e。 タイ ム ・ マ ー ク 交流 50 サイ クル の 波形 を 下 


ーー づこ ーッ 
憲章. 途 ぶ 


ラム 上 に 描か せ た . ここ [ 加 吉 [Fig. 1." Piston and case 
計 減 奏 装 置 寅 験 に エ っ て 検定 きれ る も の で あつ / 記 3.5cm, の /・ 3.3cm, e: 0.28 cm, 


79: 3.DiCT 有 2702 33GIC10 叶 SURDICTT3 
て その 寸法 は Fig.1 に 示さ れ て ある . ヶ : 0.8 cm, ,: case の 底面 積 45.06 


g. 試料 石油 系 統 の 洒 ーー 

(2) 冥 験 方 法 起 振 装置 の 還 振 動 を 連結 べ ネ を 通じ て 
力 と し て 振子 に 興 を る . その 際 力 の 周期 を 色々 に 比 え て , 
それ に 鷹 ず る 振動 計 の 運動 を 調べ た . 起 振 装置 の 運動 と 振 
動 計 の 運動 と は , 同一 記録 紙上 に 同時 に 記録 きれる. 双 同 
時 に タイ ム ・ マ ー ク も 入る よう に し た . (Hig. 2) 

減衰 力 は 油 の 粘度 及び damper 内 の 油 の 量 に よ つ て 暴 に 時 の 
な る も の と 考え られ る か ら , 枯 度 の 異な る 二 , 三 の 注 を 用 of experirnent. 
い , 各種 類 毎 に 油 の 量 を も 北 え て 連 験 し た . 又 自 由 振 動か ら ヵ を 求め た . 


$ 2. 定 験 の 結果 に つい て 

緒 論 で 述べ た と お ぉ り , 垂 際 に よ つ て 周期 係 敷 , 位相 差 ん の 邊 験 値 を 求め た . そし て 餅 駿 
値 と 計算 値 と を 比較 し て damper と し て の 可 青 を 調べ た . 比較 は 2 つ に 分 け て 行 つ っ た. 抑 
ち 3. 周期 係 淫 , 位相 差 の 比較 , 及び b. ヵ の 比較 で ある . 

a. 周期 係 敷 及 位 相差 或 る ー つ の 宴 験 に も いて , 自由 振動 か ら 4 を 測定 し て も き 。 こ 

4 に 翌 し て の 周期 係 敷 , 位相 差 の 宴 駿 値 と 計算 値 と を 求め る . 

1. 計算 値 党 験 に お いて は , 振動 計 の 振子 の 重心 に 外力 ア を 典 え る こと に な る . 運動 
方 程 式 は 


72-+ R の 二戸 9 ニ 7 万 「 (1) 
ィ : 振子 の 慣性 能率, 刀 : 流 怠 抵 挑 の 項 の 係 散 , 刀 : ベネ に よる 復元 力 の 能 奉 の 項 の 保 敷 。 
の : 支 還 の まわ り の 同 韓 角 . 今 及 7ー2<, 7 ニー と お き , 又 7 キル 万 * と する . 重心 の 
ウ ど き を の 7 と すれ ば 9 テ の が から 1) は 


5 た り 2 と だ m パー 6 22s が Tey=77M 「 ト (2) < 8 人 夫 は 2/ 


を 


問 この 客 験 で は 。 ア は 周期 的 の も の で , アー ニア 。 sin 2E で 奥 え られ る . 但し ア 。: 万 の 最大 2 


0 7 
' 9 十 2g7 十 229 王 ( ア 。/77) sin 2 (3) が 員 り ーー 
9 _/% 三 0 E% と おき か えて , (3) の 解 の うち 定常 的 の 部 分 を か く と , 2 
シ ・ 9 (08080 0 9 ュー の 4 N デ (SO 
2 9=tan-12 Ax 本 ー1)) 1 (4 ) 仙 記 
。。 今 倍 に 択 大 し た 時 の 振幅 を c と し, c の 最大 値 を gw。 と する と 」 SS 
3 ま @ ぁ 三 ( ガ 。/27 の ・ ア の (1 ユー 1/g)5 二 4 だ /x 前 
1 ユー1/4)5 士 4 だ /w2 が 周期 係 敷 , 2 が 條 開 で あつ て 。 4 を 奥 え れ ば 天 計 邊 に よ つ て 
、 求め られ る . 「 で 
イ 周期 係 敷 上 の 振 凡 の 明 大 全 を gs” と す る . 我々 の 錦 有 験 に 篤い て は ri 


を gg ニー アア /277% で 奥 え られ る . HL れ か ら ぢ =772o// ア アレ と な る . た (00 直 
和 7 の: 起 振 導 置 の 振幅 ), の 値 を 入れ て 計算 する と =1.7g。/ と な る . oil damper が 運動 遂 (8 
、 方程式 の 示す 通り に 働い て いる な ら ば , ぢ は 周期 係 敷 と 一 致す る 簿 で ある . 結果 は Fig.3 
に 示す 通り で , w<1 の と と ろ で 多少 の ちがい が ある . し か レ を 科 と し て は k く あつ < の 
ョ る と みて も よい よう に 思わ れる . 


1 せ 位相 差 奥 え た 振動 と , EN の iR も な を 2 4 (5 
。 讃 み と つた . 一 方 その 時 の 周期 を 測 つ て , と れ を 7 と し た . 炊 の よう に し て 定め を た 。 語 ・ 
3 汗 
了 - 
"< は 計 
こし 
- ーー 0 Pe 
0 EE 2 20 30 UW 0 0 20 30 4 U 下 
ig.3 Magnification coe 需 cient _ Hig. 4 Phase lag 3 
_calculated and observed values. ノン line: 9 cal。 point: 9 obs. 8 | 
で - - 計 
5 に 


2 が の < 
Fig. 5 Phase lag る 。 Tig.6 Phase 1ag と 
line: 9cal. point: @ obs. line: 9 の cal. point: 9 obs. 


2obs ーー れ ) は 位相 差 の 費 験 値 を 奥 え る . 此 の 9 obs. と 9 ca1. と を し た 生地 
補 まほ (Fjg. 4, 5,6) に 示さ れ て ある 通り よく 一 致し て いる . ' | 
- ハ ん 質 験 値 (4 obs.) は 自由 振動 の 記 銚 か ら 求め た . 計算 値 4 ca1.) は damper の 理 


、 論 Oic よ つて 計算 し た . 『。 


1 
間 管 を 通じ て 流れ る 場合 は の = を (の 7 の) で ある . 但し ゎ ・ 管 の 雨 瑞 の 本 1 
了 、 人 
上 。 の 才 : @ : 流出 し た 流 醒 の 細 量 , w ・ 管 の 形 と 流 骸 の 粘 鹿 に よ つ て 定まる 営 敷 で ある ・ 今 ピ スト ッ 型 
の 場合 に は do/d2 = s(d%/G の , を : ピス トン の 負 位 , 政 に の =cs(d8/9@ の の と な る . ビス トン に 働く 抵 
_ 克 力 を 7 と する と , 7=79=eerC8 人 OO と な り , ee が 速度 に 比例 し て 働く 力 の 項 の 係数 で ある 


午 1 


さて (1) の 運動 方 程 式 ! ょ の 能率 で か か れ て ある か ら , @s* と 戸 と の 開 係 を 考え る と に 
| ニル og, 政 に 了 キ MM と あく と 。 6 9 
2 sws7 万 7ーcs//77 女 か 
と な り , ん は ルーs/=w5277/27% 刀 と な る . の は 振子 の 支 還 と ピス トン の 中 心 輔 の 聞 の 距 「 
_ 離 で ある . 使用 し た 振動 計 で は / は 11cm で ある . ピス トン 型 の 場合 に は , w 三 6 77/z ァ ey 
で ある か ら , ん =3 7 の 277/2 7 の 万 で ある . 但し 7: ビス トン の 上 底 か ら 油 の 面 迄 の 高き , 
7: 油 の 粘度 で ある . 我々 の 場合 に は , 7 は 次 の よう に し て 表わす と と が で きる . 今 油 の 量 
と 待 し て , 高 さ を 7 と する と , 7 ニ (ツー95D/5ー め , 数 に 7 を ん の 式 に 入れ る と, 


ヵ =3 77737( ア ー 98.)7/2 42798 万 (3」 一 $) 
質 際 の 敷 値 を 入れ て ん cal. を 求め る と , SE 
ぇ cal.=0.0063 (アー27):7 SMA 


NYA て ME 
' ず し 4 【 し 


ーッ Arc っ い re 


* 


また 


Table 1. 8 and ん cal. 


? (poise) | Temp.("C) | (cc) | ん obs. | ん cal. 
中 3 20 35 0.08 0.09 

2 Ne// =| 3856⑥ 0.14 0 記 S 

ん ん 40.0 0.16 0.14 
DSO ん 30.0 0.38 0.30 
2 の SB2094rS06WZ3d5 0b80 

P// ん 導 .0 山 %27 ] 寺 3 小 


さて 折 験 に お いて ビス トン が 運動 する と , 油 の 高 さ 25 27 
が か わる 高 さ の 襲 化 の た め に お と る 減衰 力 の 北 化 が 孝 ~ Rig、7 =- Vanes'of ん 
line:・ ん cal. int: ん bs 

えら れ な けれ ば な ら な いか どう か を 調べ て みた . ビス 2 


トン 型 damper の 場合 に は 側 難 に お ける 流 購 こよ る 減 事 力 は (@/)/ で ある . 此 の 外 験 ee は 
0.07 げ 位 で ある . 此 れ は げ に 肝 し て 小さ い 量 と し て 今 の 場合 考え た か つ を た. ピス トン の 澤 
動 に よ ょ つて 7 が 2 贅 化し , それ に 鷹 じ て 小 表 力 も 7 だ け 疾 つた と する , ガー ザ 227 
で ある . 2? は 振動 計 の 針 先 の 敵 位 の 大 幡 1// で ある か ら , 42 く 7 で あつ て , タナ 
に 比べ て 非常 に 小さ い . それ で 7 を 考え な く て も よい と と が わか る . 


S3. 結論 
以上 を 半 合 し て 考え て みる と, 章 期 係 散 で は , % の 小さ い 農 で 四 駿 値 と 計算 値 と が 多少 ち 


が つて いる 馬 が み ら れ る . と れ は 油 本 米 の 性 質 に よ つ て 起 る も る の か どう か 決定 し 得 な か つた ・ 


し か し 大 刻 の 傾向 と し て は よく 一 致し て いる 。 婦 倍 相 差 及び ん ゃ 定 馬 値 と 計算 償 と は よく 一 
致し て いる . と の 様 な 結果 か ら 得 ら れる 結論 は , と の damper を 小 衰 置 と し て 使 つ て る 
差 友 え を な いと いう と と で ある . 特に 加速 度 計 に 適し て いる と 思わ れる . 以上 の 宮 駿 か ら , 省 
を 入れ を た と の damper も air damper と 同じ 機 午 の 下 で 働い て いる こと と が 確か め られ た . 


- 師 ち 油 の 運動 は 渦 処 流 に は な つて いな いと 思わ れる . と の と と を Reynold 敷 に よ つ て 考え 


て みる . 尋 : Reynold 敷 , ⑦ : 澤 位 時 間 に お ける 流出 量 , @ : 在 均 速 度 , : 動 粘性 係 苗 (= 
2/p p : 油 の 密度 ), @: 管 の 直径 で ある が , と の 場合 は 6 と する と , の =@/zg*。 刀 ー@ の / 


「 で 表わさ れる . RU 


2 セラ 63 ホ ン の 失 位 は 約 0.02 cm で ある * その 時 の Reynold 昌 を 計算 る 5 
万 > で 78, 
20 て 5 


ら も 
トチ 
記 ーー ーー で 
林 = 3 胡 机 8 ズ へ 


フィ 206 OM Pe 
し す 本 5 暫 3 5 人 


0 
障 enue2e 和 41 人 

、 た 場合 や 質 験 室内 で の 短 時 ほ 間 の 禄 陣 の 場合 に は , と の 装置 で 充分 役立つ で あろ う ,. る 
前 ca し て な 村 度 を も つの 製法 も 研究 きれ て いる 。 と の よう な 注 が で きれ ば , 
、 漁 護 化 に 私 する 相 度 錠 化 の 心配 も 滅 少 す る で あろ う . 祭 洒 営 た 江 宮 力 を 得る た め に は , 


は 油 の 量 を 猫 える と と と の 何れ に よ つ て る 調節 する と と が で きる . 


本 折 内 に あたり 。 疹 和 和 指 天 を いた だ いた 昌和 生田 治 米 二 氏 着 び 和 料 を 提 
。 し で VA な C た IHSE つ "<agw ェ 7 上 


上 萩原 令 材 : 振動 測定 


ステ レオ 地 賠 に よる 津 浪 波面 の 作 賠 


廣 野 卓蔵 ・ 久 本 斑 一 
(明和 26 年 7 月 10 日 受理 ) 


On a MetEod of Drawing the Front Lines of Tsunami 
Wave on a Streogaphic Map 


Takuzo HIRONO and Soichi HISAMOTO 
Central Meteorological Observatory 
Received July 10, 1951 


Usually, the method of drawing front jines of fraveling tsunami Waves on a map 
uses the so-called 是 uygens' principle, that is, assumning the velocity of tsunami to be 
イア g ん , Where g, the gravity acceleration, ん , the sea depth, and drawing sufhcientl7 
many circles of radius ィ / 9 ん と (を : a suitable short time interval) with their centers at 
as much points distributed adequately on a front 1ine, we have the envelope of these 
circles as the next front line to be taken by the wave after {from the preceding. 

But due to the inevitable discrepancy of an employed map frorm a spherical surface, 
the position of any front jine thus drawn rmust diverge much from that drawn on a 
Sphere, especially when the tranaoceanic Wave isS considered (See Table 1). 

Nevertheless、 the efect of this destortion of map can be elimminated comparatively 
eas:ly if we adopt a stereographic map and draw individual circle with radius 
ゲーsin イ /g ん の (Sin e 十 cos ィ / ん ・ の Whose center deviates to the marginal direction' 
of map fromn the original pasition on a front jine by の =f cose/(cos / ん と を Fsine)} 
ーfcos e/(1 十 sin の )+, where e is the latitude and 7 ん ・ と jiS mmeasured by radian, while 
the map iS assumed to represent a sphere of radius 1. By this method the Wave front 
of tsunamni due to the Sanriku Earthquake of 1933 iS drawWn successfully (See Table 1). 
Di 三 erences between the observed and the calculated travel fimes remain Within 2 29 の 2. 

Moreovers* since a stereographic projection iS a conformal representation of a spherical 
surface, an energy contained between two adjacent orthogonal trajectories iS conserved 
and tis enable us to calculate the energy distribution of tsunami wave throughout the 


、coasts around the ocean. 


衝 夫 行 われ て いる 津 浪 信 括 の 作 略 法 は , 地 園 の 上 に 海 深 を 記 人 し , 加 度 を 2 (の : 重力 
加速 度 , ん : 海 染 )) と し , ハイ ゲン ス の 原理 に 偽り , 炊 々 と 波面 を 作 園 し て 行く 方 法 で ある ・ 
し か し 球 は 牌 面 へ の 展開 面 を も た な いか ら , 三陸 沖 か ら 米 國 海 肉 と 云う よう に 長 距 離 に な る 
と , 地 園 そ の る の の 作 園 が 開 題 で 。 それ に よる いく ちら か の 誤差 は ま ゐ ね かれ な い . 例え ば , 第 
1 彫 は 経 線 1607W を 中 心 と する サン ツン 氏 抽 影 地 園 を 用 い , 昭和 8 年 3 月 3 日 の 三陸 津 浪 
に つい て 作 略 し た 小 画 で ある が ,① その 一 例 で ある . と の 圏 より 華 圭 時 を 0 と し た 各地 の 到 
着 時 間 を 計り その 値 を 冥 側 値 の と 共に 下 に 示す ( 休 , 同 表 に は 宮部 博士 が 太 邊 洋 の 正 均 深 さ 
5000 米 と し 大 圏 ユ ー ス を 小 が 進み と し て 計算 し た 結果 も を 参考 の 倉 と に 合せ て 掲げ て ある “ぐり. 
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Fig. 1 ua fronts draWn on a map of Sanson?S projetion. 


Table 1. Travel Time of Tsunami of Sanrju Farthguake (1933) 


Ooatioa We 1 Sa 遇 結 計 の | Santa Monica 


RC 生地 
Observed | 7 32 10 22 10 56 


Calculated on a map 


Sanson'S projection | 7 00 8 30 9 12 


Stereographic projection 
(Present method ) 7 32 10 12 11 06 


Calculated along the great 3 
circle asumming ん =5,000m | 7 08 9 30 10 1 
0 Dr. US | 


か く の 如く 大 骨 計 算 値 と 管 測 値 と は 米 園 海 料 で 1 時 間 以 上 の 喰 違 い を 示し て いち . と の 中 
に は 地 園 に よる 誤差 ば か り で な く , 買 際 の 違い も 含ま れ て いる が , 大 部 分 は 地 園 に と よる も の 

と 思わ れる . と の 地 園 に よる 誤差 を 除く た め に は , 球面 上 で 小 面 の 作 園 を 行う の が 理想 的 で 
ある が , 球面 は 不便 で ある の で , その 代り 地 園 上 で 地 園 の ゆがみ を 補正 し 年 ら 小 面 を 作 園 す 
る 方 法 を 考え た . それ に は 園 を 園 に 投影 する ステ レ ォ 地 圏 が 便利 で ちる と と に 人 が 付い を. 
と れ に よれ ば 爽 の 如き 方 法 に より 球面 上 と 同 程度 に 正確 た 波面 を 書く と と が 出 来 る . 

今 , 球面 上 で , 一 つの 涼 面 か ら 区 の 濾 面 を 作 園 する に は , 初め の 小 面 の 各 貼 か ら 邊 径 ヶ 。 
を 以 て 各々 の 彫 を 書き , その 彫 群 の 包絡 線 を 書け ば 之 が 求め る る の で ある . 但し ry。 は 球 の 
弦 で , それ に 刷 應 する 員 4 ガ が 放す の: 短い 適 営 な 時 間 ) に な る 様 な も の で ある . 勿論 
7。 は ん と 共に か わる . 様 な 園 才 の ステ レオ ォ 地 圏 上 へ の 投影 は や は り 園 衝 と な た り , その 1 
つの 園 の 條 筆 y は , 球 の 條 便 を 1 と する と , 


39 記 人 o た SEI 避 
『 < 事 だ ピ Pr て 


ルー 1 メデ レ ォ 地 因 に aim の 人 


9 5 が 信 て 人 SE 、 
ミ mW Sino 十 coS ガ (6 ・ 5 
2300 ' [ 還 II 

に cos ゅ _ cose GL 計 衣 朱 
1 SNSGGS オガ 十 sin の 1 十 Sin の ( 2 ) バ 
で 典 え られる. 


を と で , ステ レ ォ 地図 (北本 中 心 ) 上 で 一 つの 波 両 か ら 交 の 滋 面 を 舎 く は , 始め の 波面 
上 の 一 馬 か ら 南 へ 9 区 下 つた 軒 を 中 心 と し , ヶ を 人 邊 係 と し て 園 を 書く . 同様 と し て 季 の 多く 
の 賠 に 関す る それ ぞ F れ の 回 が 書か れ た ら , それら の 周 の 包絡 線 が 部 ち 求め る 区 の 小 面 で ある . 
今 , 前 記 三 陸 津 浪 に つい て 再び 作 園 する た め に 球 の 邊 径 を 宴 際 の 107 分 の 2, 怒 127.4 炉 . 


。 と し て 北 太 在 洋 の ステ レ ォ 地 園 を 作 つ た . 等 深 線 は 水 路 紙 行 の 第 838 引 海 園 に ょ つた . 昌和 

Table 2. ヶ (10+ mm) 、。 .(《=5 min) 2 が ズバ 

xy と 「 0 rik 10* 15* 20* 30 40* | 。 50' | GU2 計 旨 

トド 500 56 42 39 36 33 31 28 26 24 22 、 計 0 

を 1.000 | 66 60 55 51 48 45 40 36 4 

3 2, 000 92 84 77 yl 67 62 56 51 48 45_ 水 

6 3,000 | 112 102 94 87 81 76 68 62 58 5 

4.000 | 130】 9 | noe | on | e4 89 79 72 67 4 生生 

5,000 | 142 130 120 回 | 108 97 SN AZ9 74 069 ,。 全 和 

3 6,000 | 161 147 | 135 125。 | 117 109 98 _89 Sa9e 還 = 

1 Zi000- 7 の 2 157 144 134 124 117。 4205 96 _89 2 ド 

4 8, 000 184 168 | 155 9 126 112 1033 人 95 90 二 

3 9,000 196 178 164 152 コ NE 133 119 108 101 90F SO 提 23 

と 10.000 | 206 189 179 寺 IN 161 150 141 126 115 107 101 と 

* Table 3. rd0*mm) (⑰=10 min) 3 

9 | sa | aeAect: が 中 10" | 49* | 207 | と 0540 502 Ne に 3 

「 -s00 | 92 84 7 2 の 67 | 63 56 51 48 | 45 肖 

1000 129 118 108 100 94 88 79 72 67 63 で 
ま 吉 2000 184 168 | 155 143 134 125 112 102 95 90 

3 3,000 | 226 206 | ′190 176 164 154 138 126 117 111 9 半 

「 4,000 261 238 219 203 189.2et2477 158 145 135. |。* 127 NE 齋 語 還 
5,000 | 285 | 260 289 店 還 I222 206 | 194 173 158 147 139 坦 
6,000 | 319 291 26NSt298 人 28| 217 194 177 165・ | | は 56: 誌 訳語 計 
7,000 344 314 289 268 249 | 234 209 191 178 168 
8,000 368 336 309 | 286 267 | 250 224 204 19 180 
9,000 | 391 | 356 328 304 283 | 265 237 217 200 190 2 

” 。 10.000 | 410 374 344 319 297 279 | 249 228 22 200 が 

衝 ・ 


オ に ンー 

人 {==5 min 

間 0 

De 2,000 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 5 
000Sla72 FNO、 | 0 上.30 寺 0 2 ルク 202 ま 
2 4,000 人 0 に leo 0 0 0 3 2 2 1 人 (まり 
SR 005 1 | (の ー ド ー0 cloY0 eS 3 フト 2 0 3 BS - 
因 5090 に ユエ | と か: 0423E 9 に 2 2 の PSNRG0 是 0 1 
% 7,000 1 1 1 0 0 5 4 3 の 有 め 1 1 1 - 
義和 8,000 | 1 1 1 1 0 4 3 ッ プ タク 1 1 1 

- 98000 半 92 エト ント ドド Oi6 で 6. SO NO 

『 10,000 | 2 1 1 1 1 7 5 4 3 2 1 1 

て 2 ei る \ と 2003 まっ 2 


Remark: 7 and @ are defined by formula (1) and (2). 
・the radius of the represented sphere is 127.4 cm (2x10"? that of the globe) 


が た め 作 園 は 思 つ た より 容易 と な つた . 
か く の 吉 くに し て 作 略 され た も 


共 又 濾 面 は 主として (6 呈 10 分 と し て 書い た が , 深 さ の 獲 化 の 激しい 所 は 特に (ご 5 分 と し た . 
RY と れ ら の 場合 * と @ の 値 は 第 2 て 4 表 の 通り で ある . と と で の 値 が 極め て 小さ い の で , 
< 肥 

Se 赤道 附近 を 除い て は 殆 ん ど 無 装 で きる . 特に 波面 が 経 線 に 在 行 に な つ を た 時 は そう で ある . 之 


K の が 第 2 園 で ご あ る. その 結果 , 津 
に 浪 の 到着 時 聞 は , Honolulu, San 
計 Francisco, Santa Monica で , 


WC 


それぞれ 7h32m, 10h12 m, 
11h06m と な り , それ ぞ れ 0m, ング // 有 民有 
ー10 m, 十 10 m 夫 け 換 際 と 異 る クジ クノ 
と 甘 う 結果 に な つた . と の 程度 に Fig. 2 Tsunami fronts drawn on a stereographic map 
極め て よく 次 測 と 一 致し た . 後 の 二 ヵ 所 は 比較 的 接近 し た 所 で ある か ら 土 10 m が 比 の 距離 
で の 誤差 と 見 られ る . と れ は 津 浪 走 時 の 2 % 強 と な る . 松澤 博士 に よる と , 太 座 洋 を 信 わ 
る 津 浪 の 速度 は 理論 上 2% より も 1.5% い と 球 う と と で ある が (地震 応 346 綱 ), そ 
こま で は 確 め られ な か つた . 何と の 誤差 は 主として 海 園 の 粗 を な る た めか ら 來 て いる と 思う 
区 に 波 の ェ ネ ルギー で ある が , 理論 上 , 長波 に つい て は , 任意 の 二 本 の 小 線 (波面 に 直角 
な 線 ) 内 の ェ エネ ルギー は 保存 され る が , 都合 の よい と と に は , ステ レン オォ 地 圏 は 球面 の 等 角 害 
像 で ある か ら , ステ レオ 地 園 上 に 於 て も と の と と が な り た つ . 第 2 園 に は 渋 源 に 於 て 方 位 を 
32 等 分 し た 渋 線 を 書い て ある . 谷 , 謗 し く 小 線 を 書け ば 各 洛 岸 に 於 ける 津波 の 鞭 力も 計算 出 
來 る (但し 渋 源 に 於 て 各 方 向 に 一 様 の 渋 高 で 出 矯 する も る の と する ). 奴 小 線 群 の あり さま か ら 


0 


eo 
3 物 な に ヘ イ 島 は 北側 よ り 南側 に ヒエ ネル ギー が 集まる と と が 明か に な つた . 用 側 の 
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る . と し は 海底 の 地形 記 っ て 丁度 レン 家 と に よ つ て 光 が 履 伊 する 如く に な る 穫 


に 2 


し いら 


な る ょ り も 南極 申 心 と し た も の を 別に 作 り , 赤道 附近 で 波面 を 一 方 か 9 
を と か ら 政 め て 波面 を 上 記 の 方 法 に て 書き 始め , タ 小 線 に つい て も 同様 に や る と 去 う 方 が 2 
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In December 1950, we have mesured the gravity values at about 8O stations in the 


vicinity of KyoOto with North American gravirmeter. The non-corrected results of the 


measSurements are shown in table- 


重力 の 綴 年 幾 化 の 問題 は それ 自 突 非常 に 重要 な こと で ある ば か り で な く , 地震 に 伴う 地殻 
稼動 と の 朋 連 に 於 て も 詳し く 調 べ る 必要 が ある . 既に 近畿 地方 に 於 て は 重力 振子 に よ つ て 十 


散 箇 所 の 重力 測定 が 行わ も れ て いる が , 上 逃 の 目 


的 の た め に は その 精度 が 不 充分 で も る ば か り 


で な く , 測 膨 の 敷 $ 僅 少 に 過ぎ る の で , 昨年 12 月 19 日 より 29 日 まで の 8 日 間 に わ た つて 


改め て 京都 を 中 心 と する 約 80 中 この 


重力 測定 を 行 つた . 


これ 人 に 使用 し た 秦 械 は 地質 調査 所 々 有 の フー ス ア メリ カン 重力 計 で , そ の 精度 は 0.01 mg1l 


に 達する . 補正 な し の 測定 結果 は 表 に 示し た 通 り で ある が , その 絶 着 値 は 京都 大 移 維 天文 太 


到 室 地下 室 の 値 を 優 に 979.7230 ga1l と し て も いた . 


測 呈 の 高 さ は 地理 調査 所 畿 行 の 五 萬 分 


ー み 地形 園 に 記載 され て いる 水準 同 或 は 三角 皿 の 高き を その まま き 韓 載 し た も の で ある . 


この 測定 結果 が 舟 米 の 研究 に 北 分 な り と も 役立て ば 幸 で ある . 谷 際 の 重力 計 の 取扱 に は 


地質 調査 所 物 探 部 の 杉山 友紀 , 小谷 炭 介 の 末 氏 が 営 ら れ た と と を 記し て 調 意 を 表す る . 


表 
測 番 地 名 北 緯 | 東経 | 高度 Cm)| g(gal) 
S 京都 大 玩 著 天 財 数 室 地下 室 | 35"01.40 | 135"46.793 55 979.7230 
O 地球 物理 胸 数 室 地下 室 | 35"01.739 135"46.793 .7228 
7 同 屋 上 | 35"01.739 | 135*46.793 | エ 13.67 .7189 
KG 地質 了 数 室 地下 室 | 35"O1.756 | 135"47./18 .7208 
K 一 2 | 京都 市 山 端 三 駐 路 | 35"02.284 | 135"47./56 .7199 
代 一 3 南 2 車 三叉路 | 35"02.788 135"46./19 。7230 


UN 


tm 


測定 番 競 


地 名 北 細 | 東経 | 高度 Cm)| g(gaD 
2 犬 宮 小 殖 校 正門 内 | 35"03.734 | 135"44.794 7225 
IN 上 品 夢 豪 寺 石碑 前 ! 35"02.08 | 135"44.752 5 7228 
K 一 6 出 町 水準 時 | 35"01.62 | 135*』6.737 30 .7256 
K 一 7 本 町 入 丁 目 示 準 馬 3459.00 | 13546.88 | 1.50 .7255 
- 衣 一 8 級 成 門 停留 所 | 34"58.56 | 135%44.79 7298 
20.2 - 
BS 扶 。 ク 。 森 ” 三 角 皿 | 3457.700 | 135*44.21 ー.15 7305 
' 21.70 。 
K- 10 川 腰 寺 水準 中 34559.47 | 1354362| 25 .7301 
2 % 21: 97 
ST に 水準 四 」 3458.65 | 13542.773 | (年 20) .7307 
軸 12 御 所 内 三角 弁 3500792 | 135*4soo | 3 人.10 .7265 、 
3 三條 通 ・ 千 本 通 交 早 | 35"00.34 | 135*44.71 し 7287. 
3 妙 。 心 寺 裏門 前 35O1.237 | 135%43.752 .7281 
Kー15 訂 距 濾 月 橋 北 袖 | 35700764 | 350/3: 7339 
KKー16 天 楽 三角 動 3500.05 | 13542.59 | 9 7309 
区 37 。 杉 原 水準 咽 | 34"58.30 | 13541.71 2 20) .7292 
人 一 18 . 杯 寺西 門 水準 味 34?59.40 | 135"45.13 0 7282 
ET | 柄 科 水準 四 | 34"59.28 | 135*49.237 62 5 
エー2 | 湊 阪 山 親 測 所 入 口 | 34"59.81 | 135*51.763 1 7002 
1 一 3 | 大澤 市 騒 座 前 水準 申 | 35*00.44 | 135"52.40 隊 2 .7031 
エー4 | 瀬 田 杖 水準 四 | 3458.19 | 135'54.60 | 59 7036 
leo 津 町 | 35"00.281. | 135.57.775 6998 
ュー6 | 野 州 水準 中 | 35*03.64 | 136"01.41 ME 7012 . 
エー7 | 篠 原 示 準 回 | 35%04.660 | 136*03.61 | 分 7087 
1 一 8 -| 武 佐 水準 筑 | 3506.67 | 13607.94 | "75 | 7081 
Eo: 振 枝 水準 旨 | 3511.02 | 13613.88 | 6998 
エー10 | 高 宮 水準 盤 | 35m3.2 | 136*1547 | 1 全 7086 
3 根 誠 内 | 3516.44 | 136"15.757 7172 
エー12 | 季 根 市 役 所 云 肌 前 | 3516.16 | 136"15.229 | 7142 
1 度 放水 準 咽 | 3507.726 | 13552.56 5 
一 2 | 寿 田 永 準 加 | 35707.26 | 195.55.25 | 72 | -7004 
エ 一 3 | 和 財 中 永 準 男 | 35709.18 | 195*55.44 | 人 7002 
エー 4 El の 証 2 議 2 樹 下 福祉 前 35"14.784 135"38.739 .7059 
: で 3 洪水 率 革 | 3517.7T | 136*90.96 | の 5 7034 
全 S6 津 水準 箱 | 3523.80 | 18602.82 | 7. 生 7180 
エー7 | 熊 野 本 十字 路 | 352143 | 13691299 | 7146 
人 366 に ッ に 戸 水準 踏 | 35"11.776 | 135755.742 人 50 6994 
093 AE 旭 華 訪 天 輝 寺 前 | 35"09.39 | 135*52.284 6907 
エー10 | 深 中 三 妨 路 | 35"09.83 | 135"51.70 6774 
ir 田 石 三 久 路 | 35708.257 | 135"50.59 6802 
T_12 | 入 。 閣 西 落 栓 西 袖 | 35003.80 | 13548.62| | 7046 
四 一 1 | 京都 市 悪 岡 右 自 下 | 3500.73 | 13546.82 」 。 | ・7299 
エー2 生 導 水準 重 | 3457.95 | 19546.43 | で 1 .7242 
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測定 番 朋 地 名 北 紳 | 東 綴 | 高度 Cm)| (gaD 
エー3 | 基 ノ 森 水準 自 | 3456.89 | 135*46.41 4 ・7247 
| 桃 山 水準 呈 | 34*55.298 | 185*46.08 | の 2 .7256 
暫 一 5 | 宇治 川 坦 防 水準 中 | 3454.80 | 13544.51 | で 92 
ル 一 6 | 入 路 御 圭 橋 南 袖 | 34'53.04 | 135242.216 .7293 
計っ う 柄 南 袖 | 3448.49 | 135"38.224 .7270 
一 8 | 住 ノ 着 小 謙 正門 前 | 3442.86 | 135*37.760 7173 
に 相応 宙 村 石碑 前 | 34"34.68 | 13537.280 .7291 
二 ぎ 水準 四 | 3435.75 | 18542.17 | の .7417 
に 和 際 吉 . 門 前 | 3436.68 | 13544223 | 7389 
2 山 水準 還 | 34"39.250 | 13547.48 | 5 .7269 
13 | 奈良 市 狂 肖 池 水準 還 | 3440.76 | 1355019 | 5 7191 
年 一 14 胸 革 大 學 講堂 支 開 前 | 34"40.795 | 135*50.220 -7207 
和 ル 一 15 | 井 四 王 水橋 東 袖 | 3447.75 | 135*48.236 .7287 
- 征 16 | 大 。 久 保 十 宇 路 | 34"52.85 | 135*46.95 | 。 | .7252 
一 1 | 向上 晶 町 式 内 向 紀 旗 前 | 3456.50 」 135*42.13 | .7299 
一 2 | 高 槻 水準 動 | 34*50.41 | 135"37.68 | 53 | 7278 
VMS 肖 田 十 宇 路 34?50.724 | 135"35.753 7262 
一 4 | 吹田 市 垂 水 水準 路 34*45.065 | 13530.69 | 。 上 '20) 7272 
一 5 | 合 丹 市 史 . 陽 示 準 馬 | 3446.74 | 1352428 49 | .7135 
一 6 | 丁 宮 市 | 34243.84 | 135*20.09 | | 7121 
一 7 | 輝 戸 市 御 影 東灘 著 将 野 前 | 34*42.486 | 135*15.762 7102 
一 8 | 大阪 市 大 阪 府 職員 合 館 前 | 3441.00 | 135"31.28 | .7209 
EE 高 の 2 有 本 場 前 3895 た 5Ie195'20322 7177 
Yー2 | 和 田 水準 箕 | 3427.6 | 13522.24 | そ 26 7137 
Yー3 | 佐野 市 市 夫 水準 征 | 3424.07 | 135Y19.(50 | や .7058 
-Y サ ー4 | 莉 歌 山 市 中 ノ 鳥 小 學校 | 34"14.22 | 135"11.228 6984 
Wー1 | 押 市 緒 稼 町 ホ 卒 中 | 335202 | 1852906  。 和 .7210 
er2 | 大阪 市 天 。S 人 8eif 由衣 皿 9239.280 19526:0 NN 間 人 .7091 
W 一 3 | 慣 ヶ 市 尼 ヶ 崎 高等 事 校 | 34*42.068 | 135*25.41 | 7092 
W 三 4. | 茨 林 市 戸 伏 氷 準 筑 | 3449.10 | 1353491 | 3 7083 
W 一 5 | 京都 市 棟 醐 三 赴 院 前 | 34"56.93 | 135*49.730 | 7197 
阿武 山地 震 弟 測 所 重力 牽 上 | 34"51.56 | 185*34.40 | +0.28 7016 
0 地 階 十 0.00 7018 
は 1 階 十 3.23 7008 
5 Se 6.84 6996 
AE 雪 3 3 階 十 10.55 6983 
A 一 4 4 階 十 14. 61 6970 
CN 5 階 十 22. 81 6942 
AS6 6 階 十 29. 11 6921 
A/ ポン プ 室 | 34"51.65 | 135*34.751 7106 
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As results of arranging the gravity values inserted before by Sassa and Iida。 a few 
facts were ascertained ・ 一 一 
1. Bonguer anomalies are shown in table and Fig. 1. 
2. Secular Variations at four stations are shown in Fig.2. 
3. Tidal variation has been observed (see Fig. 3), and the value of G 三 1-(3/2)-F ん 
was determined. 


前 掲 侍 々 博士 ら の 重力 測定 結果 を 使用 し て 筆者 は 二 三 の 解析 を 試み た . 

解析 に 使用 し た 測 冊 は 高き の 知ら れ て いる 38 果 で ある が , 特に 後 逃 の 目的 の た め に 高き 
は 稲 々 不 確 紅 で ある が , 疹 根 ・ 御 影 ・ 奈 良 の 三 四 の 値 に つい て も 補正 を 施し て も いた . 

1. プー ゲー 胡 常 ブー ゲー 異常 を 求め る に は 高度 , 地形 , プー ゲー の 三種 の 箇 正 が 必要 
で ある が , その 方 法 は 炊 の 要領 に よ つ た . 
3. 高度 補正 高度 補正 に は 区 の 式 を 用 いた . 

の テッ 寺 0.0003086 ヵ 
炉 に ん は 高き を メー トル で 表わし た 賊 値 で ある . 
b. 地形 補正 地形 補正 に は 岩石 の 密度 を 2.0 と と り , 測 略 を 中 心 と する 人 潮 径 22km 以内 
の 地域 に 暫し て 行 つ た . 100 km 以内 の 地域 に つい て 行う の が 普通 で ある が , 地形 補正 は 非 
常 な 手 敷 の か か る 割 に 補正 量 は 僅少 で あり , プー ゲー 異常 の 大 勢 に は あま り 形 響 を 興 え な い 
の で 22km 以 速 は 省略 し た . 谷 琵 琶 湖 及 び 大 阪 攻 に つい て は 海 園 を 参照 し て 補正 を 行 つた . 
c. ブー ゲー 補正 プー ゲー 桶 正 は 
0.04185.24 (mg1/meter) 

に 於 て 密度 を 2.0 と と つた . 

d. 標準 重力 式 重力 の 標準 式 に は 國際 式 

p。 三 978.0490(1+0.0052884 sin2 ゥ ー0.0000059 sin 2 6) 


を 用 いた . 
以上 の 如き 補正 を 施し て 求め た ブー ゲー 異常 か 一 括 し て 示せ ば 欧 表 の 通り で ある . 


JA 


RT 


の 記 Ma 1 
US だ 存 BMM し な 


5 ー サド の 時 
の 4 0 っ 
表 3 と に スッ Em 9 呈 
に * 祝 
測 同 番 朋 | 。 地 名 ヶ (gal) | grp.Ggal) | rprc(gaD grpー7oGmgD 
京都 大 蒼天 欧 数 室 地 下 室 | 979.7230 | 979.7354 | 979.7359 計 4.6 に 
K 一 6 | 京都 市 肌 町 水準 算 .7256 .7376 |  .7380 ー 9.8 
KK 一 7 本 町 入 丁目 水準 踏 .7255 .7325 .7328 三 4139N 
Re 9 塔 ノ 礎 三角 筐 .7305 .7850 | 「.7356 2 
Kー10 川 膝 寺 氷 準 徳 .7301 | 。 .7349 .7352 95 め 
K 三 1 村 水準 穫 .7307 .7357 -7360 2 
12 御 所 内 三角 箇 .7265 .7368 っ 970 
=-16 大 徐 三角 算 .7309 .7385 .7391 ニ - 6 の 
人 一 17 極 原 水 卒 里 7292. し 79069 7369: 還 3 人 2 
K 一 18 本 閉 寺 西門 水準 息 282 で ほ 2395 7338 ! ー10. 9 6 
BE らら 山 科 水準 算 2 還 E709Ib 7327 | ー11.8 
1 エー3 | 大 涯 市 皮 鹿 前 水準 息 :7081 | ” .7236 224 1 212 条 
由 生 人 瀬 田 橋 水準 彼 -7036 |  .7235 .7238 | ー19.2 
貞二 6 野 州 水準 算 70M 必 1 二 こ :/280 PA227 「 7 
っ 、 1 ュー7 | 篠 原 水準 箕 。7037| 還 e2267 7268 25.3 
生 ェ エー8 | 臣 佐 水準 算 .7031 | 7257 7257 え 29: 誠 
に 枝 水準 足 .6998 .7223 7224 ー387 
。 0s1 宮 水準 重 -7086 | .7321 7323 "  -32.8 
。 本 直っ 田 水準 國 、7004 | .。..7201 .7205 ー35.3 
の エー3 | 和 通 中 水準 凍 57002.N 還 223 .7230 ー35.5 
> 時 エー5 | 大 港 水準 息 .7034 .7230 -7237 ー46.9 
% 0 だ 6 今 津 水準 竿 .7180 -7376 7379 | = 者 5 
: 抽 人 ミン 戸 水準 邊 -6994 |  .7228 .7259 ー36.3 
了 y 和 ル 一 2 | 京都 市 和 茶 水準 和 2242 22 70027 3 
3 恒 -- 3 藤 ノ 奈未 準 午 22032 797 選 9 
) 一 4 橋 。 山 水準 穫 | .7256|.7816|  .7319 9 
っ ル 一 5 | 宇 治 川 坦 防 水準 還 2 .7309 .7314 導 : 宮 
1 一 10 王 寺 水準 彼 - 7417 .7498 7502 十 38.8 
隊 。 に 四 一 12 | 属 山 水準 算 .7269 |  .7396 .7397 1 23.0 
9 一 13 奈良 市 猿 澤 池 水準 算 .7191 .7412 .7416 cc233H 
当 W 三 2、 | 高 槻 水準 算 ・7278 .7295 、7297 232 
ん 一 4 吹田 市 垂 水 水準 算 372 人 2 .7293 .7294 | 十 4.1 
本 WV 一 5 | 伊丹 市 昆 腸 水準 貼 27851 92 Z ア 152N 9 5 
5 Yー2 | 和 田 水準 距 221900N 2 7145 14.9 
ーーY ツ ー3 佐野 市 市 場 水準 筐 .7058 _.7099 7101 十 15.1 3 
日 " | 
か 一 1 | 塊 市 綾 乏 町 水浴 算 :7210 | .7218| .7a8 1 拓 
夫 WI 三 - 2 大 阪 市 天 保 山 水 共 和 -7091 ・7107 7111 ( っ 56) 
1 W 一 4 | 茨木 市 戸 伏 水準 算 .7083 .7106. 介 件 71079| 且 潤 905: 
時) 雪 根 ・7172.C .7365)(C :.7868)| 三 82.0) 
ルー13 | 御 影 7102 1C= で 7140)K( NZ150) 届 (6820 
WW ん | 、 和 歌 山 6984( .6991)( .6992) 〈+17.9) 


TONAI へ 


_ 調 高度 補正 と Bouguer correction を 同時 に 施し た こと 


京都 附近 の プー ゲー 暴 常 (23) 27 


表 中 の x.B. と ある の は 9 り に free air correction 反 , 所 Yi 


760gz/ 4724 


を 示し , gr.g.t、 は それ に 更に terrain correction を 施し 
た と と を 示し て いる 、 第 1 園 は ep トー7。 を 園 に 表わし た 
も の で ある . 

2. 経年 毅 化 南海 地震 の 前 後に 於 て , 紀伊 傘 島 で は 地 
誤 衣 動 と 共に 重力 の 値 $ 著 し く 龍 化し た と 言わ れ て いる の 

で , 京都 ・ 彦 根 ・ 御 影 ・ 奈 良 ・ 和 歌 山 の 五 地 早 に 於 ける 新 
殴 栖 測定 の 結果 を 比較 し て みた . 奮 測定 は 1910 年 頃 重力 
振子 を 用 いて 洋 つ た も の で ある . 比較 の た め に は 補正 を 施さ な い 測定 値 そ の まま を 用 いる の 
が 合理 的 で ある が , 蒼 測 定 の 位置 が 不明 で それ が 出來 な か つた た め , 巳 む を 得 ず 海面 上 に 引 
き 直 し た gr.s.k. に つい て 比較 し た . 例え ば 岩石 の 密度 を いく ら に と る か の 如き 補正 の 方 法 
如何 に よ つ て は 同一 の ?! 5 
土 1m 以内 の 不 確 定 き が 見 積 れ る の で , 細か い 敷 値 ま で を 厳密 に 議論 する こと は 無 意 味 で あ 
る が , 導 化 の 大 豚 の 該 向 は 知ら れる で あろ う . 

一 方 京都 郊外 花山 天文 豪 に 於 ける 鉛直 線 の 方 向 を 調べ て みる と 


Observer Epoch | 4(E) ez(N) 
| hm s 
Okuda 1948 Aug. 9 各 (053 記 582 衣 = 所 0 006 34"59739.751 士 0.709 
S 人 
Yamamoto ・ 1930 Aug. 0 用 8 0.012 39.7764 土 0.705 


と な つて お ぉ 3042 の st ei 銘 直 株 下端 が N 8604W の 
方 向 に 1789 だ け 北 化し た と と を 示し て いる . 鉛直 線 の 方 向 と 重力 の 大 さき と の 聞 に は geoid 
と の 開 連 に 於 て 審 接 な 開 係 が ある か ら , 比較 すべ き 重 力 測定 地 の 位 置 股 係 を N 86047W の 
方 向 に 引い た 直線 上 に 投影 し て 表わす の が 便利 で あぁ る. 


Secular OS nz77,2c7 xy 

ミ そ テ 時 ーー < で 

を 8 (第 2 園 ). 彫 上 の 遇 は 京都 市 内 蒼天 女 克 数 室 の 重力 の 値 
と 各地 國 の 値 と の 差 を 示し た も の で , 定 線 で 繋い だ の は 


新 , 破線 で 遇 い だ の は 蒼 測定 の 値 で ある . 賠 を 見 て 分 る 
うに 重力 比 化 の 方 向 と 鉛直 線 縁 化 の 方 向 と が 駒 想 され 


第 2 賠 る も の と , 丁度 聞 に な つて いる が , その 原因 に つい て は 
未だ 不明 で ある. 


3. 潮汐 紙 化 天 骨 の 引 カ に よる 重力 の 幾 化 量 の 厳密 な 滑 定 、 傾 衝 計 観測 と 相 侯 つ て 地 
NR 


28 (74) 。 戸 時 雄 


人 地球 の 剛性 奉 を 無限 大 と し た と き に 天 帳 の 引力 に よ つ て 獲 化 する で あろ う 所 の 重力 遂 化 四 


量 を 1 と すれ ば , 岡 性 座 有 限 な 衝 際 の 地球 上 に 於 て は その 帝 化 の 基 は 1 (32)% 寺 ん 
に な る 筐 で ある . 六 に ん ん は Love number と 稲 せ られ , 地球 の 弾性 座 を 決定 する 量 で 
ある . は の 確 貨 な 値 を 求め る に に は 敷 秘 月 間 の 連 貫 級 測 を 必要 と する が , 大 懇 の 値 を 見 極め る 
め に 京 大 地球 物理 現 数 室 に 於 て , 12 月 26 日 か ら 27 日 に か け て , 15 分 聞 毎 の 証取 観測 を 
行 つた 結果 は 第 3 園 の 通り で ある 15 分 毎 の 貼 は 次 際 
ON の 重力 独 化 を 示し , curve は 剛性 季 無 限 大 の と き に 現 
woniei24cgo%|  。 、。 衝 是 で ある 。 語 者 の 振舞 の が 部 ちせ で あ 
る だ それ を 出す 師 に は 光 づ 重力 計 の 感度 を 吟味 する 用 
要 が ある . その 久 に 京 大 阿武 山地 震 観測 所 の 鐵 筋 テン 
クリ ー ト 建 高き 29m の 拉 と 地球 物理 移 数 室 の 地階 か 
ら 屋 上 まで を 上 下 し た 所 に よる と , 
隊 : | 臣 E 27.10 cm/1div. 
2 室 32.08 cm/1 diY. 


Tidal Variation 


が 得 ら れ た . この こと と は 重力 計 の dia1 の 1 目盛 は 27.10 cm 或 は 32.08cm の 高度 差 に 
よる 重力 聞 化 量 に 有 應 する こと を 示す も の で ある . 一 方 地球 表面 に 於 て は 1m の 高度 差 に 
習 す る 重力 凶 化 量 は 0.3086 mg1l で ある と いう こと と が 他 の 方 面 か ら 知 られ て いる の で , これ 
を その ま 、 ゝ 用 いれ ば 重力 計 の 感度 と し て 欧 の 値 が 得 ら れる .- 
* 阿 武山 0.08362 mg1/1 diy. 
名 に 0.09900 mg1/1 diY. 

前 掲 佐 博士 等 の 稿 に て は これ と 演 の 手 貫 , 即ち 器械 の 感度 を 固定 (0.091 mg1/1 div. ) 
し て 阿武 山 の 各 階 , 或 は 数 室 の 屋上 の 重力 の 値 を 出し た も の で ある . 第 3 園 は 散 室 に 於 ける 
calibration の 結果 に よ つ て 書い た も の で , これ に よ つ て @ を 求む れ ば , 

三 1- (3/2) を エニ 1.25 
が 得 ら れ , 阿武 山 の calibration に よれ ば 


@=1.05 
と な る ・ 何 地質 調査 所 が 使用 し て いる 感度 0.091 mgl/1div、 に よれ ば 
(まい 


ティ 


と な る . この よう に 同一 の 問 械 の 感度 が calibration の 場所 に よ つ て 三 通 り に も 出 て 来 た 。 
こと の 原因 は , 和 半 分 は 資 腺 訓 差 に 師 せ られ る で あろ う が , それ より る 場所 に よ つ て 0.3086 
る ま 0 の 回 伺 傾 度 が 奨 つ て いる と 考え た 方 が 稀 賞 の よう で ある . @9/gz の 決定 が 


Si 
音 eo 


NN wet も の 値 OS る よう : で ある . 
' 、 乱 に 種々 御 指 導 を 仰い だ 佐々 博 直 並 data の 公用 を 衝 計 きつ た 人 
5 サー ES 0. ' 


ーーーーー 


寄 書 


興 え られ た 倍率 を 得る 鍋 に 失 子 を 
幾 段 使 を は 一 番 得 か ? 
地球 物理 胸 数 室 東京 大 移 電 井 忠 二 ・ 友 田 好 女 


Optinum Number of Levers for Obtaining a given Magnifcation 
in a Mechanical Seismometer 


Ch. TSUBOI and Y. TOMODA 


擬 子 を 用 いて 1000 倍 の 壇 大 牽 を 得 た い 場 合 を [TI] 7 ニ (% 十 22, 22 の 4 
考え て 見 る . 所 子 の 劣 腕 の 長 さ が きま つて いる と で ある . 種々 の 4 に 問 す る 7% て 7 の 開 係 を Fig. 
Ls て 之 を 1 と する と , 一 段 の 反 子 に 依 つ て 目的 の 2 に 示す . (4=1000 の 場合 , 72=5 に すれ ば 7 
倍率 を 得る 帥 に は , 全 骸 の 長き は 1001 に な る . 10 が 最小 と な る ) 

僅 ず つ に 分 け て 把 子 を 三 段 に する と , 毅 置 の 長 さ 近似 的 に は , 次 の よう に 考え て よい . 

は 。 11x3=33 と な る . も し 振 大 率 1 の 失 子 を 組 2 あ 1 と すれ ば , [1] 式 は 

合せ た と する と , 毅 置 の 長 さ を 無限 大 に し て る 目 [IT] 7 三 222%, 7"ー 和 4 

的 を 達成 する 事 は で き な い . 名 ち , 或 る 倍率 が 要 RS 8 

- 求 され た 場合 , 一 つの 失 子 が 受 持 つ 倍率 を 適 党 に … (の 26) ニ 4 (1/2)= ニ タタ と お け ば 

し , 角 段 か に し て 用 いれ ば , 尊 置 例 購 の 占め る 大 % ニ 42 … (67/92) 二 7 ニ 42 og。 4 

き さ を 最も 小さ くす る 事 が で きる は ず で ある ・ 7 の 極 値 を 求め る に は (7/9z)=0, 
Z ・ /= ニ 42jog。4, 部 ち (1/Z) 三 1og。 4, 

ーー アー テー デー ュー oe AR っ 

5 5 は 。 控 子 の 記 表 を 必要 た 信 率 の 自然 吾 に な る 
毅 置 の 全 陣 の 長き : 7, 子 の 有 段 散 : 。 2 入 0N に ー 
1 段 の 犯 子 の 倍率 : %, 必要 と する 倍率 : 4 味 す る . (4=1000 の 場合 , この 値 が ら 計算 で は 


2% ニ 6.9 で ある 。 
する と (Fig. 1) 99. 
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An Apparatus for Examination of Seismograms 


F. KISHINOUE、R. IKEGAMI and 古 . YOSHIOKA 


地震 記 象 な ど 周 期 と 振幅 と を 詳し く 讃 取る 場 
合 , 普通 に ある コン ペレ ー タ ー を 使う と , 奨 置 が 
大 きく 取扱 が 簡便 で な い . 特に 徴 鏡 の 記 野 が 狭 
いた め に 全般 を 見 渡し て 測 ら な けれ ば な ら な い 場 
合 に は 誠に 8 今 記 は 多く メス ルッ ペ が 
使わ れん て いる し これ の 精度 は 0.2 ミリ メー ト 
ん 程 度 で , 且つ 振幅 と 同時 に 周期 を 測る よ うな 互 
_ に 直角 の 方 向 の 長 さ の 測定 は で き な い . 説 野 も 約 
15 ミリ 位 で 鱗 り 麻 く な い . 

我々 は 括 大 鏡 の 助け を か り ず (必要 に 鷹 じ て は 
括 大 鏡 の 使用 $ 出 来る), 0.1 ミ リ ま で の 讃 取り が 
で き , 製作 $ ぁ 容易 で 且つ 製作 費 $ 比 較 的 少な い 讃 
取り 尊 置 を 作 つ た - ー 


第 1 剛 
示さ れる ょ うに , その 主 な 部 分 は 題 
微 鏡 用 の 複 十字 動 載 物 机 (複式 メカ ニカ ル ・ ス テ 
ー ジ ) で ぶ これ に よ つ で か が ラス 板 に きざん だ で 十 


毅 置 は 賠 に 


学 線 (クビ ス ・ ワ イヤ ) を 動か す も る の で ある ・.・ こ 
の ステ ー ジ は 15 セン チ の 幅 の 梓 を も つた 豪 に 取 
付け た . この 豪 の 高 さ は 括 大 鏡 を 使用 する 場合 を 
考慮 し て 約 44 セ ンチ と し , バネ に よ つ て 上 下 に 移 
動 で きる よう に し た . それ は ガラ ス 板 の 下 の 面 に 
きざみ つけ た 十字 線 を , 記 象 紙 に 密着 させ て 讃 取 
り を 正確 に する た め と , ガラ ス 板 が 記 象 紙 に 肪 れ 
て 傷つけ ゐ よ うに 上 下さ せる た め と で ある . 


ガラ ス 板 は 30 ミ リ x95 ミ リ で , ステ ー ジ の 元 来 
プレ パラ ー ト を お くべ き 部 分 に , その 溝 を 利用 し 
て 取付 けた . 


第 2 較 


使用 法 : 先ず この 毅 置 を 記 象 紙上 の 讃 取 る べ 
き 個 所 に の せ , ステ ー ジ を 上 下さ せる ネジ を まわ 
し て 十字 線 の ある ガラ ス 板 の 下面 を 記 象 に 殺す る 
よう に する . 次 に ステ ー ジ に つい た 副 尺 を 動か し 
て , 十字 線 を 測る べき 所 に と め , ステ ー ジ の 目 冶 
(に よ つ て 讃 取る . 目 万 に 副 尽 が つき 0.1 ミリ ま で 
讃 取 れる が , と の 豆 は 0.05 ミリ に する よう に 
改造 する こと も や さき さ しい. 土地 の 須 動 の よ ぅ に 周 
期 の 大 きい も の は 振 大 鏡 が な く て も よい が , 細か 
いも の を 測る と き は 振 大 鏡 を つか わな けれ ば た なら 
7 ない. 
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On a Noise-Level-IMeter 


J. SUZUKI and N. DEN 5 


微小 地震 や 憶 地 井 破 の 覆 測 に 際 し て 地震 計 の 感 
度 を 上 げ る の に 最も 邪魔 に な る ぉ の は 堆 測 呈 附 近 
の 雑 微動 で も る . 勿論 碧 測 踊 と し て は 此 の 様 な 敏 
動 の な い 土地 を 開 ば な けれ ば な ら な い が , その 様 
な 場所 を 簡 晶 に 見 つけ る 事 は 困難 で ある .“ 

そこ で 勾 め 各地 の 微動 の 大 き さ や 性 質 を 簡単 に 
測定 し て お いて , 後 動 の 少 い 恒 測 慰 を 情 ん だ り , 
双 雑 微動 を 避け る に 適 賞 な た 工夫 を し な けれ ば な ら 
な い . この 目的 の 逢 に 使用 する 雑 微動 混 定 毅 置 を 


、 Noise-Level-Meter と 名 付け た . 第 2 


人 か 人 座 AcRG な 2 人 


逃 べ る . 


第 1 園 の 配線 園 に 見 られ る 如く , 要 は 増幅 器 の 
陽極 回 路 中 に チョ ー ク ュ コイ ル と コン デン サー より 


成る 同調 部 を 挿入 し た ふ の で ある . 同調 周波 敷 は 
SW。 にょ より 5, 10, 20, 30, 40c/s の 5 段 に 切 基 


えら れる ・ 衝 周波 散 の 微 動 の 振幅 は メー ター に 


より 直 讃 され る . メー ター に 並列 に 入れ て ある ス 
ィ ッ チ SW。 は 電源 スイ ッ チ SW, 開閉 の 共に 短 
名 す る 偏 の も る の で ある . 何 同調 コン デン サー の 1 
つ は 電解 コン デン サー を 使用 し て 見 た が , 充分 使 
用 出来 る 様 で ある . 

第 2 周 に 周波 芽 特 性 の 一 例 を 示し て 置く . 園 に 
見 られ る 如く か な り 欠 い 同調 を 示し て いる . 条 史 
種 の Noise-Level-Meter の 更に 改良 し た ぉ ぁ の が 

設計 製作 され て いる の で , さこ 3 


定 で ある . 


の gp A eo 


は 


地震 」 投 稿 現 定 


原稿 は 400 字 詰 原稿 用 紙 に に 横 書 に 認め , 優 名 は 玉 優 名 , 外 外 國語 は 片 優 名 又は 原語 を 
用 いる こと . 


旬 証 虹 , . 等 を 明瞭 に 記入 する こと .- 


な の に くい も の に は 振 優 名 を 付け る こと . 


敷 字 は 漢字 を 用 い ず , アラ ゼ ヤ 敷 字 を 用 いる こと . 


_ 引 用 六 献 等 は 最後 に 本 廊 中 の 引用 箇所 の 番号 を 附 し て 記載 の と と 


畠 略 は 墨 で 明 腰 に 書き , 刷 上 り 寸 法 又は 縮 座 や 必ず 記入 する こと と. 賠 の 中 の 六 字 は 
刷 上 り 1mm 以下 に な ら ぬ こと 原稿 に 赤字 で 圏 の 挿入 場所 を 指定 する こと ・ 
原稿 に は 必ず 欧文 顧 目 と 内 六 要約 (大 購 300 語 以内 ) を 付け る こと . 

論 父 の 長 さ は 営 分 の 間 , 刷 上 り 6 貢 (400 字 詰 原稿 用 紙 約 10 枚 ) 以内 の こと 


前 較 50 を 内 詞 り それ 上 は 潮 着 の 角 妊 (用 學 を 人 さや) と ナタ 。 
・ 校正 は 営 分 の 間 編 韓 係 に 一 任 の こと 


還 承 な 同 本 (RA 双 肝 符 ) は 営 分 の 全 電 用 を 食 境 する と . 

挿 園 表 等 の 読 明 に は 欧文 を 用 いる こと ・ 

敷 式 , 特 間 間 O 
Sin {(szz/2) 一 (sze77 の )) の ご と く ) に か く こ と 

守 書 は 刷 上 り 1 頁 未 清 (400 字 計 原 和紙 約 2 枚 迄 ) と し 了 文 本 目 を つけ る こ と . 
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